




住友生命グループが目指す姿 

ウェルビーイングに貢献する

“なくてはならない
保険会社グループ”へ

THE GROUP'S VISION 住友生命グループは、国内外の事業を通じて、

一人ひとりの“よりよく生きる”に寄り添い、

すべてのステークホルダーの

ウェルビーイングに貢献する

「なくてはならない保険会社グループ」を

目指しています。

住友生命は創業以来、生命保険を通じて

お客さまの人生を支え、お客さま・社会に

貢献してきました。

お客さまのニーズや社会課題が

多様化するなか、生命保険が果たすべき

役割は、万が一への備えに加え、

リスクを減らし、日々のくらしを支える

さまざまな領域へと拡がっています。

価値創造ストーリー 住友生命グループの経営戦略 サステナビリティ 価値創造を支える経営基盤
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保険の本来価値である「安心」を、一人ひとり、社会、地球・将来世代へ拡げる

生命保険は、長い期間にわたりお客さまの人生に寄り添い、不確

実な将来に備える安心をお届けする事業です。万が一のときや、病

気、介護、老後といった人生のさまざまな事態に対して、経済的な備

えを提供することは、生命保険会社として決して変わらない原点で

す。一方で、お客さまの人生における不安や課題は、経済的な備えだ

けで解決できるものばかりではありません。健康であり続けたい、人

や社会とつながっていたい、自分らしく働き続けたい。少子高齢化や

単身世帯の増加、働き方の変化などを背景に、お客さまが抱える不

安は、日々の生活や人生のさまざまな局面に広がっています。

明治期に、近代的な保険の概念を初めて日本に紹介した福沢諭

吉氏は、「Life Insurance」の日本語訳として、「生涯請合」という言

葉をあてました。この「生涯請合」という言葉には、人の生涯にわたる

不安に向き合い、備えを支えるという、生命保険の本質が表れていま

す。その後、訳語としては「生命保険」が定着しましたが、この「保険」

という言葉にも、「険しい人生を保つ」、すなわち、不確かなものを安

心によって支え、未来をより確かなものにしていくという意味が込め

られているように思います。お客さまに寄り添い、人生に存在するさ

まざまな「不確実さ」を、少しでも確かな「安心」へと変え、未来につな

げていく。これこそが、私たちが今改めて向き合うべき、生命保険が

本来持つ価値です。

生命保険は、万が一のときに力を発揮するものです。しかし、安心

とは万が一の瞬間だけに必要なものではありません。お客さま一人

ひとりの何気ない日常にも、不安を感じ、前向きな一歩を必要とする

場面があります。だからこそ、「経済的な備え」という原点を大切にし

ながらも、日々の生活の中でよりよく生きるための「安心」の価値を

「拡・保険」で生命保険の本来価値を拡げる

届けていく必要があると考えています。私たちはその安心の価値を、

「人」「社会」「地球・将来世代」のウェルビーイングへと拡げていきま

す。

「人」のウェルビーイング、すなわち『一人ひとりのよりよく生きる』

への貢献は、私たちの価値提供の中心です。お客さまの人生に伴走

し、それぞれの不安や課題に向き合い、前向きな選択や行動を支え

ていきます。この考え方を先駆けて具体化してきたのが、健康増進型

保険“住友生命「Vitality」”です※4。Vitalityは、「万が一に備える」保

険の価値に、健康増進を通じて「リスクを減らす」という新たな価値

を加えました。今後はさらに、人とのつながりや社会との関わり、自分

らしく働き続けることなど、人生のさまざまな場面へと、価値提供を

拡げていきます。

さらに、一人ひとりへの価値提供を、地域や職場、「社会」全体の

ウェルビーイングへと拡げていきます。特に、健康増進の領域では、

個人の努力だけに委ねるのではなく、自治体や企業と連携し、地域や

職場の中で自然に取り組み、続けられる環境をつくっていくことが重

要です。安心の価値を個人にとどめず、自治体や企業との共創を通じ

て、一人では続けにくい行動や、一つの組織だけでは解決しにくい課

題に向き合っていく。そうした取組みを重ねることで、一人ひとりの

ウェルビーイングの価値を、社会全体へと拡げていきます。

そして、「地球・将来世代」のウェルビーイングとして、安心の価値

を世界へ拡げ、未来へつなげていきます。海外事業では、各国・地域

に根ざした安心をお届けし、グループ全体でウェルビーイングの価

値を提供していきます。また、「一人ひとりのよりよく生きる」ことは、

健全で持続可能な社会や地球環境があってこそ成り立ちます。責任

投資や事業活動を通じて、社会・環境課題の解決に貢献し、未来の安

心につながる価値を生み出していくことも、私たちの役割です。長期

の視点で事業を営む生命保険会社だからこそ、現在のお客さまだけ

でなく、将来世代の安心にもつながる価値創造に取り組んでいきま

す。

「拡・保険」は、単に、保険商品や事業の領域を拡げるという意味で

はありません。保険が本来持つ価値を、現代社会で求められる新た

な形へと拡げていく挑戦、という意味を込めています。

万が一への備えだけでなく、健康、働き方、資産形成、人とのつな

がり、地域社会、さらには地球・将来世代に至るまで、人々が抱えるさ

まざまな「不確実さ」に向き合い、それを「安心」へと変えていく。それ

が、私たちの考える「拡・保険」です※5。中期経営計画2028では、こう

した考え方を具体的な取組みとして実践し、いつの時代も「なくては

ならない保険会社グループ」へと進化していきます。

※4  P.27「“住友生命「Vitality」”」参照 ※5  P.12「『安心』の価値を、人・社会・地球へ拡げる『拡・保険』」参照

トップメッセージ
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保険の本来価値である「安心」を、一人ひとり、社会、地球・将来世代へ拡げる

　生命保険の価値は、人生のさまざまな不安に備え、長期にわたり「安心」をお届けすることにあります。保険が本来持つ「安心」の価値を、Vitalityによる健康増進、くらしの充実へと拡げ、
様々な領域で人生に寄り添うサービスを提供していくことで、一人ひとりのよりよく生きる＝ウェルビーイングを支えていきます。さらに、その価値を社会や地球全体に拡げていくことで、社
会全体の豊かさと持続可能な未来につなげていきます。

「安心」の価値を、人・社会・地球へ拡げる『拡・保険』

従来の生命保険による経済的保障（ファイナンシャル）に
加え、Vitalityによる健康増進（フィジカル）、コミュニティ、
ソーシャル、キャリアといった領域へ価値提供を拡げていき
ます。保険商品・サービスを通じて、一人ひとりの人生に長く
寄り添い、よりよく生きる日々を支えていきます。

自治体・企業等のビジネスパートナーとの共創を通じて、
地域住民や従業員の健康増進・行動変容を後押しします。一
人ひとりへの価値提供を、地域や職場へ拡げることで、豊か
で明るい健康長寿社会の実現に貢献していきます。

海外子会社を含むグループ全体で、各国・地域に根差した
価値提供を進めるとともに、責任投資等を通じて社会・環境
課題の解決に取り組みます。保険事業と資産運用の両面でグ
ローバルに「安心」の価値を広げ、持続可能な社会と将来世代
のウェルビーイングに貢献していきます。

住友生命グループVision2030の実現に向けて

一人ひとりの人生に伴走し、
よりよく生きる日々を支える

企業・自治体等との共創により、
地域や職場の健康を支える

長期の視点で、持続可能な社会
と未来の安心を支える

「一人ひとり」
へ拡げる 「社会」へ拡げる

企業・自治体等ステークホルダーとの共創等

豊かで明るい健康長寿社会

海外事業・責任投資等

持続可能な社会の実現

「地球・将来世代」
へ拡げる

具体的な取組み事例具体的な取組み事例具体的な取組み事例

保険商品 Vitality 貢献領域の拡大

ファイナンシャルウェルビーイング フィジカルウェルビーイング

コミュニティウェルビーイング

ソーシャルウェルビーイング

キャリアウェルビーイング

● つみたてＰＬＵＳドルつみVitality  P.30
● スミセイ版健康寿命レポート  P.35
● CX・サービス  P.40

● 自治体との連携（Vitalityウォーク）  P.32
● Vitality福利厚生タイプ  P.34
● Whodo整場（フウドセイバー）  P.39

● 海外事業  P.49
● 責任投資の推進  P.48
● 将来世代に向けたFR活動  P.72

価値創造ストーリー 住友生命グループの経営戦略 サステナビリティ 価値創造を支える経営基盤
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本取組みでは、当社が提供するサービスや仕組みを通じて、お客さま・ビジネスパートナー・
地域社会など、多様なステークホルダーとの共創で社会にもたらされる価値を「ウェルビーイン
グ共創価値」と定義し、可視化していきます 。性質の異なる多様な価値を共通の尺度で捉え、金
銭価値に換算することで、その規模の変化を継続的に把握していくことを目指します。

まずは当社の中核的な取組みである、「Vitality」を通じた「健康増進への貢献」の領域につい
て、社会にもたらされるインパクトの定量化を進めています。共に生み出すウェルビーイングの
価値を分かりやすくステークホルダーに示すとともに、その持続的向上を目指すことで、「なくて
はならない保険会社グループ」の実現に向けた取組みを進めていきます。

　世の中の価値観や社会環境にかかわらず、社会的価値を持続的に高めていくことが、相互会社としての当社の使命です。そこで、当社の事業活動とステークホルダーとの共創で生み出す
価値を「ウェルビーイング共創価値」と定義し、定量化する取組みを開始しています。「健康増進への貢献」や「保険を通じた安心の提供」など、これまで捉えきれなかったウェルビーイングの
価値を可視化・測定し、持続的向上に向けた取組みを進めることで、ウェルビーイングに貢献する「なくてはならない保険会社グループ」を目指します。

社会的価値の向上 －ウェルビーイング共創価値の測定－

ウェルビーイング共創価値とは

ステークホルダーへの意義ウェルビーイング共創価値事業活動 ありたい姿

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
貢
献
す
る

『
な
く
て
は
な
ら
な
い
保
険
会
社
グ
ル
ー
プ
』

お客さま
社会のウェルビーイング向上につながる実感

社会
社会全体のウェルビーイング総量の拡大

ビジネスパートナー
共創によるウェルビーイング価値創出の拡大

地球環境
ウェルビーイングの基盤となる社会の

持続可能性向上

従業員
社会的価値を創出する仕事への誇り・働きがい

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
共
創
価
値
の
持
続
的
向
上

住友生命グループがステークホルダーと
創り出す「ウェルビーイング共創価値」
共創価値を分類し、金額という共通尺度で測定

当社の事業活動を通じて、
ステークホルダーとの共創により

5つのウェルビーイング領域に貢献する取組みを推進

保険を
通じた安心の
提供

健康増進への
貢献

充実した
くらし・世代を
支える

ウェルビーイング
指標ウェルビーイング

価値提供顧客数

Vitality会員数

まずは健康増進への貢献から算定し
段階的な拡大を検討していく

5つのウェルビーイング領域に貢献する取組みを推進

ファイナンシャル
ウェルビーイング
（経済的な充足）

フィジカル
ウェルビーイング
（心身の健康）

コミュニティ
ウェルビーイング

（地域社会とのつながり）

ソーシャル
ウェルビーイング
（人間関係の充実）

キャリア
ウェルビーイング
（キャリアの充実）

5つの
ウェルビーイング

領域

ステークホルダーとの共創

社会的価値・経済的価値の向上

価値創造ストーリー 住友生命グループの経営戦略 サステナビリティ 価値創造を支える経営基盤
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ニュースリリース

住友生命公式
YouTubeチャンネル
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新規領域でのイノベーションの実現

● 重症化予防領域における価値提供の拡大に向け、PREVENTをグループイン
●主観的ウェルビーイングを育むスマートフォンアプリ、「シアフル」を提供開始
● デジタルマーケティングを通じた新たなお客さま接点の創出・認知度向上に向けた取組
みを推進

● SMCC、Amazon等でのキャンペーンを通じた、Vitalityスマート・体験版の提供を推進

スミセイ中期経営計画2025の振返り

各取組みの遂行状況

ウェルビーイングデザインへの進化

●ウェルビーイングの貢献に資する商品・サービスのラインアップ拡充
● AI等を活用したコンサルティングサポートツール「いくなび」の導入
● ファイナンシャル・オフィスの拡大（東京・大阪・中部・九州）、自治体との連携による
Vitalityウォークの実施

● Vitalityスマート・体験版提供をはじめとした価値提供の拡大、本社・支社一体となり価
値提供の深化につなげるウェルビーイング価値提供体制の構築

グループ戦略

● シングライフ子会社化に伴う、国内相互会社初のIAIG指定。海外子会社との合同会議
「３Sサミット」を開催し、共同声明の合意・公表
● GHG削減目標について、中間削減目標をグループ子会社に拡大
●グループ人権方針に基づく、人権デューデリジェンス・人権啓発を推進

人財共育

●コンピテンシー運営の導入等を通じたキャリアプランニングの推進
●管理職共育、デジタル人財共育等、各種共育施策を実施
● 次世代のリーダーを担う人財の育成に向けた人財共育本部長と管理職の直接の対話機
会の設置

デジタル＆データ

● 各種お手続きが可能なアプリ「スミセイ・デジタルコンシェルジュ」をローンチ
● ウェルビーイングの質を測る指標「スミセイ版健康寿命」の開発や、医療ビッグデータを
活用した「熱中症白書」「新型コロナウイルス実態調査レポート」の公表

●「サントリー特茶キャンペーン」等、デジタル共創プロジェクトの推進

スミセイＷＸ
（ウェルビーイング・トランスフォーメーション）

● ウェルビーイングの量的進化・質的深化に向けて、スミセイＷＸ本部を立ち上げ、ウェルビーイング価値提供をひろげる・つなげる取組みを
部門横断的に推進

収益構造改革

● 適切なリスク管理を前提とした資産運用における収益力向上の取組み推進
● シンガポールを拠点とするシングライフを子会社化、シメトラによるディアボーングルー
プの団体生命・就業不能保険事業買収

●部門横断的な既存経費の合理化への取組み、収益管理のレベルアップ

価値創造ストーリー 住友生命グループの経営戦略 サステナビリティ 価値創造を支える経営基盤
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人財共育本部
副本部長メッセージ

上席執行役員兼
人財共育本部副本部長

山本 浩実

2021年の高田社長就任以来、「人」の力を価値創造の源泉と捉え、人的資本・人財共育の取組みを進めています。「住友生命グループ中期経営計
画2028」においても、価値創造を支える重要な基盤として人財共育を位置づけています。ＡＩをはじめとしたデジタル技術が飛躍的に進化する現代
社会だからこそ、「『人（職員一人ひとり）』がどのような価値をお届けできるのか」を大切にしていきたいと考えています。
　グループ全体として職員一人ひとりの価値を高めていくにはＤＥ＆Ｉ（ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン）の推進が不可欠です。異な
る強みや価値観をもつ様々な職種が価値を共創し、お客さま・社会にお届けできるよう、今後も「人財共育」の取組みを進めていきます。

人的資本・人財共育

住友生命の「人財共育」

職員に期待する姿の明示

「社会公共の福祉に貢献する」というパーパスや、「住友生
命グループVision2030」を具現化し、すべてのステークホル
ダーに対してサステナブルに価値を提供していくため、その
資本である「職員（人）」を「財（たから）」と位置づけ、経営戦略
と連動した人的資本経営＝「人財共育」に取り組んでいます。
「職員（人財）の価値を向上させることで、ステークホル
ダーのウェルビーイングと職員自身のウェルビーイングを実
現する」という強い理念のもと、社長就任と同時に「人財共育
本部」を立ち上げ、社長自らが「人財共育本部長」となり、当社
の人的資本経営を牽引しています。

「職員（人財）」の目指す姿として、職種ごとに期待する姿を
明示し、成長の道標として「コンピテンシー」を設定していま
す。コンピテンシー等を活用した早期育成を通じて、職員自
身の「成長実感」を高める取組みを進めています。

「人財共育」の目指す姿と取組みの全体像 人財共育の体制図（2026年4月時点）

時代を先取るマネジメン
ト・進化し続ける専門性で、
ウェルビーイングの価値創
出・提供をリード

総合キャリア職

時代の変化に応じた業務
の高度化を通じて、サステ
ナブルなウェルビーイング
価値の提供を支える

ビジネスキャリア職

先駆的かつ可変的なウェル
ビーイング価値の提供方法
を創発・全社へ伝播（ウェル
ビーイング・デザイン）

総合営業職

お客さま一人ひとりに最
適なウェルビーイングサー
ビスをお届けする「ウェル
ビーイングデザイナー」

営業職

人財共育本部事務局長・
人財共育アカデミー長

人財共育本部事務局メンバー
（企画スタッフ、エバンジェリストチーム）

関係各部門と連携

人財共育本部長＝
高田社長

人財共育本部副本部長＝
山本上席執行役員

サステナブルに活躍できる環境の整備

職員のウェルビーイング（人財の育成）

働き方改革（WPI） 健康経営人財の多様性の発揮（DE&I）

一人ひとりが自律的かつ主体的に成長しながら、自身の価値を発揮できる。
周りの方から信頼され、誇りと自信をもって働き続けられる。
（エンゲージメントの向上）

2030年に
目指す職員の姿 

会社と職員が
「共に育ち、選び・選ばれる関係」へ

会社 職員会社側の取組み
● 経営理念と連動した人財戦略
● 目指す姿としてのコンピテンシー
● タレントマネジメントの進化

職員の取組みへの支援
● 自律的なキャリア形成の支援
● 積極的な自己研鑽の推進
● 専門人財・次世代リーダーの育成

価値創造ストーリー 住友生命グループの経営戦略 サステナビリティ 価値創造を支える経営基盤
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学び続ける機会・コミュニティづくりで、
進化し続け次世代を牽引する人財を育成

アドバンスアカデミー
マネジメント力や新たな時代に事業を変革していく力を身に着け、次世
代をリードできる人財を育成していくことを目的としたアカデミー

社会の変化や会社の経営戦略等を深く学び、実際に職場でリーダーシッ
プを発揮する実践研修も交えた「リーダーシップの基礎」を習得するアカ
デミー

リーダーシップアカデミー

知る・考える 実践・発揮する

マネジメント
アカデミー

DX・イノベーション
アカデミー

グローバル
アカデミー

　職員自身の自律的なキャリア形成と、やりがいや成長の実感を通じた職員のウェルビーイング実現を後押しするため、会社として様々な取組みを行っています。
今後も、来たる新たな時代に向けて、職員一人ひとりの価値発揮に焦点を当てた支援や人事制度のさらなる整備を進めていく予定です。

人財の育成（職員）

職員の目指す姿として明示したコンピテンシーをもとに職
員の早期育成を目指す取組みは、2023年度は総合キャリア
職、2024年度には対象にビジネスキャリア職を加え、2025
年度はさらに対象を「総合営業職」にも拡大しました。職員自
身のキャリアウェルビーイングと、その先の社会・お客さまへ
のウェルビーイング価値提供の向上を目指します。

経営戦略と連動した人財戦略を実現する観点から、特に次
世代のリーダーとなる人財の育成は重要です。また、AI・デジ
タルの進化やグローバル化を見据えて、専門領域を牽引でき
る人財の育成も重要と考えています。
これからの時代に事業を変革していく力を身につけ、次世
代をリードできる人財を育成することを目的に、2026年度か
ら「アカデミー」による取組みをスタートしました。
主なアカデミーは下図のとおりです。今後、環境変化や経
営戦略を踏まえて、内容を見直し・改善しながら運営してい
きます。

“Empower your career”をコンセプトに、様々な「役割」
への各職員の挑戦を後押しすべく、一部の職種で2026年度
に人事制度改正を実施しました。
具体的には、職員の“担う役割”と“役割発揮”に対するメリ
ハリある評価・処遇を行っていきます。さらに、職務・役割を
可視化することで、目指す役割へのチャレンジ機会の拡大や
チャレンジ意欲の振起、目指す役割に向けたスキルアップを
推進し、職員一人ひとりの「役割へのチャレンジ」を通じた自
律的・主体的なキャリア形成を目指します。
あわせて、意欲と能力が高い人財に対し、会社としても役
割付与･登用推進を実施していきます。

人的資本・人財共育

コンピテンシー運営の進化 次世代リーダー・専門人財の育成

職員の“挑戦”を後押しする制度

職員一人ひとりのキャリアウェルビーイング実現に向けて、
キャリアプランニングを推進しています。
キャリアプランニングに活用できる情報を網羅的に記載した
“キャリアプランガイドBOOK”を提供していることに加え、職員
の年齢や役職に応じたキャリア研修を実施しています。
また、若手職員を対象に、本人の希望するキャリアエリアを踏
まえた職務・役割付与や人事運用を行う“マイキャリア運営”を
実施しています。この運営の一助として、希望する本社所属の職
員との座談会「ジョブトーク」や、希望する本社所属の業務を一
定期間体験できる「ジョブトライプログラム」を実施しています。

職員の自己研鑽を支援するため、希望する講座やセミナー
の受講費用を年間20万円まで補給する支援策「自己啓発費
用サポート」を実施しています。

キャリアプランニングの推進

自己研鑽の推進

利用者数

2023年 2024年 2025年

1,474名 1,624名 2,095名

年代別利用者割合(2025年度)

職員の自律的・主体的なキャリア形成

意欲・能力の高い人財への役割付与・登用推進

会
社

職
員

コンピテンシー・
職務役割の可視化

早期の成長・
目指す役割への挑戦

27% 24% 21% 21%

60代50代40代30代20代

7%

価値創造ストーリー 住友生命グループの経営戦略 サステナビリティ 価値創造を支える経営基盤
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サステナビリティ

サステナビリティ推進体制…………………………………………………………………………… 66

エグゼクティブ・フェローメッセージ…………………………………………………………… 66

サステナビリティ重要項目（マテリアリティ）……………………………………………… 67 

気候変動・生物多様性への対応…………………………………………………………………… 68

　TCFD・TNFD提言への対応

　（ガバナンス、リスク管理、戦略、指標・目標）… ……………………………………… 69

将来世代に向けたFR活動… ………………………………………………………………………… 72

　将来世代への教育支援… ………………………………………………………………………… 73

人権への取組み……………………………………………………………………………………………… 74

※グループ・サステナビリティオフィサーメッセージについてはP.15「経営企画・財務担
当役員�兼�グループ・サステナビリティオフィサーメッセージ」を参照ください。
※責任投資の取組みについては、P.46「責任投資の推進」を参照ください。
※人的資本への取組みについては、P.56「人的資本・人財共育」を参照ください。
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執行役　（2026年7月2日現在）

執行役員およびエグゼクティブ・フェロー　（2026年7月2日現在）

コーポレートガバナンス

川
かわ

口
ぐち

  謙
けん

誠
せい

（1965年10月23日生）
1989年	 4月	 住友生命入社
2021年	 4月	 執行役員
2022年	 4月	 上席執行役員
2023年	 4月	 常務執行役員
2024年	 4月	 執行役常務
2026年	 4月	 執行役専務

執行役専務

石
いし

原
はら

  拓
たく

己
み

（1966年4月27日生）
1990年	 4月	 住友生命入社
2021年	 4月	 執行役員
2023年	 4月	 上席執行役員
2025年	 4月	 常務執行役員
2026年	 4月	 執行役常務

執行役常務

中
なか

山
やま

  猛
たけし

（1967年7月18日生）
1990年	 4月	 住友生命入社
2022年	 4月	 執行役員
2024年	 4月	 上席執行役員
2025年	 4月	 常務執行役員
2026年	 4月	 執行役常務

執行役常務

竹
たけ

中
なか

  幸
こう

一
いち

（1967年12月18日生）
1990年	 4月	 住友生命入社
2023年	 4月	 執行役員
2025年	 4月	 上席執行役員
2026年	 4月	 執行役常務

執行役常務

藤
ふじ

村
むら

  俊
とし

雄
お

（1967年12月23日生）
1990年	 4月	 住友生命入社
2022年	 4月	 執行役員
2023年	 4月	 上席執行役員
2025年	 4月	 常務執行役員
2026年	 4月	 執行役常務

執行役常務

堀
ほり

江
え

  喜
き

義
よし

（1965年8月28日生）
1988年	 4月	 住友生命入社
2018年	 4月	 執行役員
2020年	 4月	 常務執行役員
2021年	 4月	 執行役常務
2024年	 4月	 執行役専務
2026年	 4月	 代表執行役専務

代表執行役専務

岩
いわ

井
い

  豊
とよ

城
き

（1965年9月7日生）
1989年	 4月	 住友生命入社
2018年	 4月	 執行役員
2019年	 4月	 上席執行役員
2020年	 4月	 執行役常務
2025年	 4月	 執行役専務

執行役専務

橋
はし

本
もと

  篤
あつ

史
し

（1967年3月3日生）
1989年	 4月	 住友生命入社
2019年	 4月	 執行役員
2021年	 4月	 上席執行役員
2023年	 4月	 常務執行役員
2024年	 4月	 執行役常務
2026年	 4月	 執行役専務

執行役専務

堀
ほり

  竜
たつ

雄
お

（1969年4月20日生）
1992年	 4月	 住友生命入社
2023年	 4月	 執行役員
2025年	 4月	 上席執行役員 ＷＸ本部副本部長
2026年	 4月	 執行役常務  ＷＸ本部長

執行役常務 ＷＸ本部長

野
の

村
むら

  洋
よう

一
いち

（1969年4月26日生）
1992年	 4月	 住友生命入社
2023年	 4月	 執行役員
2025年	 4月	 上席執行役員
2026年	 4月	 執行役常務

執行役常務

取締役および執行役人数  男性19名  女性3名  取締役および執行役のうち女性の比率  13.6％

毛
もうり

利　聡
さとし

志（1966年4月24日生）

常務執行役員

風
かざま

間　義
よしろう

朗（1966年 12月 29日生）

常務執行役員

藤
ふじもと

本　宏
ひろき

樹（1965年5月12日生）

常務執行役員

松
まつやま

山　雅
まさてる

映（1965年8月9日生）

常務執行役員 兼 九州本部長

吉
よしはら

原　伸
のぶかず

和（1966年2月16日生）

常務執行役員 兼 中部本部長

永
ながはし

橋　克
かつすけ

介（1966年3月6日生）

常務執行役員

塚
つかもと

本　健
けんたろう

太郎（1967年1月29日生）

常務執行役員 兼 代理店営業部長

長
ながさわ

沢　由
よしはる

治（1966年8月6日生）

常務執行役員

上
うえだ

田　宗
むねのり

則（1969年7月27日生）

常務執行役員

柿
かきはら

原　督
まさし

史（1969年8月19日生）

常務執行役員

小
お だ

田　直
なおと

人（1970年3月15日生）

常務執行役員 兼 海外事業部長

佐
さ の

野　啓
けいじ

治（1966年12月5日生）

上席執行役員 兼 近畿北陸本部長

山
やまもと

本　浩
ひろみ

実（1963年1月5日生）

上席執行役員 人財共育本部副本部長

森
もりした

下　公
たかえ

惠（1965年4月2日生）

上席執行役員 兼 契約サービス部長

工
くどう

藤　征
いくお

夫（1968年10月5日生）

上席執行役員 データマーケティングオフィサー

増
ますだ

田　光
みつお

男（1968年8月2日生）

上席執行役員

西
にしの

野　貴
たかのり

智（1969年12月26日生）

上席執行役員 メディケア生命保険㈱代表取締役社長

浅
あさの

野　晋
しんすけ

良（1970年3月11日生）

上席執行役員 兼 営業総括部長

麻
あそう

生　賢
けんいち

一（1968年2月19日生）

執行役員

西
にしむら

村　卓
たくお

朗（1966年1月31日生）

執行役員 兼 首都圏本部長 兼 首都圏育成部長

小
こもり

森　弘
ひろみち

倫（1968年11月11日生）

執行役員 兼 経理部長

佐
さとう

藤　智
ともこ

子（1969年5月12日生）

執行役員 兼 横浜支社長

山
やまぐち

口　恵
けいじ

司（1972年2月22日生）

執行役員 兼 企画部長

柿
か き た

木田　修
おさむ

（1967年12月14日生）

執行役員 兼 大阪総括部長

相
あいかわ

川　恵
めぐみ

美（1969年7月13日生）

執行役員 兼 内部監査部長

内
うちうみ

海　信
しん

（1971年2月1日生）

執行役員 兼 商品部長

小
お の ぎ

野木　峰
みねとし

年（1969年11月22日生）

執行役員 兼 調査広報部長

芳
よしたけ

竹　秀
ひであき

明（1968年6月9日生）

執行役員 兼 仙台支社長 兼 営業総括部担当部長

鈴
すずき

木　朋
とものり

紀（1969年7月19日生）

執行役員 ＡＩ戦略ステアリングコミッティ事務局長

森
もり

　啓
あきら

（1969年12月23日生）

執行役員 兼 情報システム部長

岸
きし

　和
かずよし

良（1967年8月20日生）

エグゼクティブ・フェロー デジタルＡＩ共創オフィサー

金
かなざわ

沢　敏
としお

郎（1967年 8月7日生）

エグゼクティブ・フェロー
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住友生命グループ中期経営計画2028では、お客さま本位の業務運営とコンプライアンスへの取組みを、すべての事業活動の「礎」と位置づけています。役職員一人ひとりが、お客さま・社
会に対して誠実かつ公正に行動し、日々の業務の中で徹底することで、持続的な価値創造と成長を支えていきます。

お客さま本位の業務運営・コンプライアンス（事業活動の「礎」）

金融機関に対する社会的信頼の重要性が高まる中、不祥
事や情報漏洩等を未然に防止する実効性ある管理態勢の構
築や、社会規範・倫理観を踏まえたお客さま本位の行動が求
められています。
こうした認識のもと、経営方針を役職員が行動レベルで実
践するための規範として、「住友生命グループ行動規範」を
定めています。役職員一人ひとりがこの規範に則り、お客さ
ま・社会に対して誠実かつ公正に行動することが、事業活動の
「礎」であるお客さま本位の業務運営とコンプライアンスの
徹底につながると考えています。
創業以来受け継いできたお客さまや社会からの「信用・信
頼」を守り高めるとともに、「誠実さ」と「お互いの尊重」を共通
マインドとして日々の業務に根付かせ、次世代へ継承してい
くことで、住友生命グループ中期経営計画2028における各
取組みを着実に推進していきます。

お客さまの最善の利益を追求する企業文化の定着に向け
て、「お客さま本位の業務運営方針」を定め、各種取組みを推
進しています。
生命保険は、長期にわたりお客さまの人生に寄り添う商品
です。ご加入時には、お客さま一人ひとりのご意向や状況を
踏まえた商品・サービスをご提案するとともに、商品内容やリ
スク、費用等について分かりやすい情報提供に努めています。
また、ご加入後も継続的な情報提供やアフターフォロー、
保険金・給付金等のお支払いを通じて、お客さまに安心と満
足をお届けすることが重要であると考えています。
さらに、寄せられた「お客さまの声」を共有・分析し、商品・
サービスの改善や業務品質の向上につなげることで、お客さ
ま本位の業務運営の実効性向上に取り組んでいます。

「金融サービスの提供及び利用環境の整備等に関する法
律」に基づき、お客さまへ商品をお勧めするに際して配慮す
べき事項をまとめた「勧誘方針」を策定し、当社ホームページ
に掲載しています。

事業活動の「礎」 お客さま本位の業務運営

勧誘方針の策定・公表

事業活動の「礎」（共通マインド）

行動規範
（お客さま本位の業務運営等）

社内ルール
コンプライアンス

法令

信用・信頼

誠実さ お互い
の尊重

コンプライアンス

※�コンプライアンス推進体制、マネー・ローンダリング等防止への対応、内部通報制度につ
いては、次頁を参照ください。

コンプライアンスに関する基本方針を明確化するため、
その推進に関する基本的事項を定めた「グループ法令等遵
守方針」および「法令等遵守方針」「保険募集管理方針」を
制定し、これに基づきコンプライアンス推進体制を整備し
ています。

コンプライアンスに関する基本方針・規程

コンプライアンスを重視した企業風土の醸成

コンプライアンスを重視した企業風土の醸成とその徹底を
図るべく、コンプライアンスに関する基本的な考え方や個々
の業務に関し特に留意すべき事項等をまとめた「コンプライ
アンス・マニュアル」および「保険募集コンプライアンス・マ
ニュアル」を策定し、全役職員への徹底を図っています。
コンプライアンスに関する研修を幅広く実施しているほ
か、イントラネットやデジタルツール等を活用したコンプライ
アンス教育も定期的・継続的に行っています。

※『お客さま本位の業務運営方針』および具体的な取組みの詳細については当社ホームページ�
　�を、「お客さまの声」を経営に活かす取組み態勢については、資料編P.123を参照くださ
い。
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　健全な財務基盤を確保し、ご契約いただいたお客さまに保険金等を確実かつ適切にお支払いするため、経営を取り巻く様々なリスクを把握・分析し、適切なリスクコントロールを行って
います。具体的には、「保険引受リスク」「流動性リスク」「資産運用リスク」「オペレーショナル・リスク」等、それぞれのリスク特性に応じたリスクコントロールを行っており、リスク管理態勢の
整備・高度化にも取り組んでいます。

リスク管理

取締役会等において、リスク管理態勢等に関する方針を定めたリスク管理方針※や、これらの
管理方針に基づき具体的なリスク管理手法等を定めたリスク管理規程等を定めています。
� ※「グループリスク管理方針」、「統合的リスク管理方針」およびリスク・カテゴリーごとのリスク管理方針。

リスク管理に関する方針、規程等

取締役会等は、リスク管理方針等に基づき、リスク状況について報告を受け、統合的リスク管
理態勢の実効性の評価、問題点等の検証を行っています。
リスク管理統括部と各リスク管理部門は、リスク管理方針等に基づき、適切に連携し、本社、支
社、子会社等および外部委託先の各リスクを管理する態勢としています。
ERM※委員会は、各種リスク状況を適切にモニタリングし、リスク管理に関する部門横断的な
課題対応や ERMの経営への活用等について審議を行っています。� ※Enterprise Risk Managementの略

さらに、リスク管理について内部監査による検証を受けることで一層の適切性・有効性の確保
を図っています。
子会社等では、「グループリスク管理方針」におけるグループ各社が則るべき事項を踏まえ、リ
スク管理体制を整備しています。その際、各国の法令等を遵守するとともに、各社の事業特性や
リスク特性を踏まえ、リスク管理の実効性を担保しています。

リスク管理体制

監督
報告

指示
保険計理人

内
部
監
査
部

内
部
監
査

経営政策会議

代表執行役社長

報告

必要に応じ報告

※自己資本等の管理

報告 指示
報告 指示

報告 指示 報告 指示

報告 指示

報告 指示 報告 指示

取  締  役  会

意見
報酬委員会指名委員会 監査委員会

ERM委員会

本社・支社 子会社等

各リスク管理部門

（グループ）統合的リスク管理部門

企画部※ リスク管理統括部

担当執行役

リスク管理体制図
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情報開示

ステークホルダーの皆さまに、経営内容へのご理解を一層深めていただく
ために、ディスクロージャーを充実させることが重要であると認識しており、
情報開示に関する基本方針のもと、積極的なディスクロージャーに努めていま
す。今後とも、多様な方法で積極的な「ディスクロージャー」を展開していきま
す。
※「情報開示に関する基本方針」は公式ホームページをご参照ください。

積極的なディスクロージャー

名称 内容

REPORT SUMISEI 2026
住友生命［統合報告書］
2026年度ディスクロージャー誌

保険業法第111条に基づいて、2025年度の決算報告、事業内容、活動状
況等を記載した資料です。

REPORT SUMISEI 2026　
住友生命［統合報告書］
2026年度ディスクロージャー誌 本編

IFRS財団の「国際統合報告フレームワーク」・経済産業省「価値協創ガイ
ダンス」を参考に作成した資料です。

英文財務諸表 英文財務諸表・英文監査報告書を記載した資料です。

英文アニュアルレポート 海外向けに統合報告書を英訳した資料です。

サステナビリティレポート（和文・英文）
サステナビリティに関する取組みについて、様々なステークホルダーの皆
さまに分かりやすくお伝えすることを目的に作成した資料です。

責任投資活動報告書（和文・英文） 責任投資に関する方針や活動内容について記載した資料です。

消費者志向
コミュニケーションブック

「お客さまの声」を経営に活かすための取組みや、消費者や社会の要望を
踏まえた活動など、消費者志向の主な取組みについて記載した資料です。

REPORT
SUMISEI 2026
住友生命［統合報告書］
2026年度
ディスクロージャー誌
本編

REPORT
SUMISEI 2026
住友生命［統合報告書］
2026年度
ディスクロージャー誌

ディスクロージャー・
IR資料はこちら

ソーシャルメディアでも、
“住友生命「Vitality」”に関
する情報を中心に、住友生
命を身近に感じていただけ
るよう、定期的に最新情報
を配信しています。

ソーシャルメディア公式アカウント

公式ホームページでは、商品・サービスのご紹介をはじ
め、ご契約者さま向けの各種お手続きのご案内、決算など
の財務情報、企業理念やブランドビジョン、ウェルビーイン
グ、サステナビリティへの取組みなど、様々な情報をお届け
しております。また、ご加入いただいているお客さまは、公
式ホームページにある「スミセイダイレクトサービス」で、
入出金取引、契約内容のご確認、各種お手続きをご利用い
ただけます。

公式ホームページによる情報提供

Vitality特設サイトには、“住友生命「Vitality」”に関する
情報を掲載しており、会員の皆さまはポータルサイトから、
ポイント獲得状況や現在のステータスをご覧いただけま
す。またコミュニティサイト「Vitality部」は、会員に限らず
どなたでもユーザー（部員）登録を可能としており、トーク
ルーム（掲示板）に日々の取組みや感想などを投稿するこ
とで、部員同士でコミュニケーションを取れる場を提供し
ています。

Vitality特設サイト

公式
ホームページは
こちら

公式
ホームページは
こちら
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2026年7月企画部作成

「生保ナビゲーター “ソナエルジュ”」は、（一社）生命保険
協会が定めた、生命保険募集人の役割や働き方をわかり
やすく表現する呼称です

本 社 〒540-8512 大阪府大阪市中央区城見1-4-35
電話（06）6937-1435［大代表］

東 京 本 社 〒104-8430 東京都中央区八重洲2-2-1
電話（03）3273-8000［大代表］

住友生命 公式サイト  ▲ https://www.sumitomolife.co.jp

https://www.sumitomolife.co.jp/



